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古
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』
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ベ
テ
再
考

山
　
　
口
　
　
佳

は
じ
め
に

『
古
事
記
』
中
巻
の
景
行
天
皇
の
条
に
は
、
二
椴
に
「
筑
波
問
答
」
の
名
で
知
ら
れ
る
問
答
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
筈
歌
の
中
に
は

か

が

な

「
か
が
な
べ
て
」
と
い
う
歌
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
の
意
味
に
つ
い
て
は
「
日
々
並
べ
て
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
宣
長
説
が
あ
り
、

既
に
解
決
済
み
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
宣
長
説
に
看
過
し
が
た
い
疑
問
が
あ
る
こ
と
は
、
従
来
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
筆
者

か

が

な

が
校
注
に
参
加
し
た
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
（
神
野
志
隆
光
と
の
共
編
）
も
例
外
で
な
く
、
「
日
々
並
べ
て
」
の
意
と
し
て
、
簡

単
に
片
づ
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
考
え
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
『
日
本
書
紀
』
に
も
同
じ
歌
が
出

て
来
て
お
り
、
前
後
の
文
脈
は
多
少
異
な
る
が
、
こ
の
語
句
の
意
味
を
考
え
る
上
で
は
特
に
問
題
が
生
じ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
『
古
事
記
』

の
本
文
を
中
心
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

l

ま
ず
、
こ
の
歌
が
出
て
来
る
前
後
の
文
章
を
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
の
訓
読
文
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
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古
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問
題
の
部
分
だ
け
は
原
文
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
に
す
る
。

か

ひ

　

こ

　

　

　

　

　

　

さ

か

を

り

の

み

や

　

い

ま

即
ち
、
其
の
国
よ
り
甲
斐
に
越
え
掛
で
て
、
酒
折
宮
に
坐
し
し
時
に
、
歌
ひ
て
訃
は
く
、

に

ひ

ば

り

　

つ

く

ほ

　

　

　

　

　

い

く

よ

　

ね

新
治
　
筑
波
を
過
ぎ
て
　
幾
夜
か
寝
つ
る
　
（
二
五
）

し

か

　

　

　

　

　

　

　

み

ひ

た

き

　

お

き

な

　

み

う

た

　

つ

爾
く
し
て
、
其
の
御
火
焼
の
老
人
、
御
歌
に
続
ぎ
て
、
歌
ひ
て
訃
は
く
、

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

こ

こ

の

よ

　

　

　

ひ

　

　

　

　

　

と

を

　

か

迦
賀
那
借
主
　
夜
に
は
九
夜
　
目
に
は
十
日
を
　
（
二
六
）

こ

こ

　

　

　

　

　

　

お

き

な

　

は

　

　

　

　

　

あ

づ

ま

の

く

に

の

み

や

つ

こ

是
を
以
て
、
其
の
老
人
を
誉
め
て
、
即
ち
東
　
国
造
　
を
給
ひ
き
。か

が

な

さ
て
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
宣
長
は
、
こ
の
「
か
が
な
べ
て
」
を
「
日
々
並
べ
て
」
の
意
で
あ
る
と
説
い
た
（
筑
摩
版
本
居
宣
長
全
集
第
十

一
巻
二
四
八
ペ
ー
ジ
）
。
カ
は
、
フ
ツ
カ
（
二
日
）
・
ミ
カ
（
三
日
）
・
イ
ク
カ
（
幾
日
）
な
ど
の
カ
で
、
日
数
を
数
え
る
時
に
い
う
語
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
、
そ
の
カ
は
ケ
ナ
ガ
ク
（
日
長
）
な
ど
と
い
う
時
の
ケ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
説
は
、
一
般
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
多
く
の
注
釈
書
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

、

か

カ

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
は
、
本
文
（
上
・
三
〇
六
ペ
ー
ジ
）
　
で
は
「
日
日

な並
べ
て
」
と
す
る
が
、
補
注
（
上
エ
バ
〇
一
ペ
ー
ジ
）
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

カ
ガ
ナ
ベ
テ
は
、
日
数
を
並
べ
て
と
解
す
る
の
が
普
通
。
カ
は
、
二
日
（
フ
ツ
カ
）
・
五
日
（
イ
ツ
カ
）
の
カ
。
日
の
複
数
だ
け
を
表
す
語

（
日
本
語
で
は
単
複
対
立
さ
せ
う
る
語
で
、
複
数
だ
け
を
い
う
語
は
他
に
例
が
な
い
）
。
従
っ
て
、
カ
の
転
の
ケ
を
用
い
て
、
ケ
並
べ
て
と
い
う

例
は
あ
る
が
、
カ
カ
と
重
ね
て
使
う
の
は
お
か
し
い
。
そ
こ
で
、
カ
ガ
は
、
日
日
の
意
で
は
な
く
、
「
屈
め
る
」
の
語
根
カ
ガ
で
あ
る
と

す
る
説
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
屈
並
べ
て
」
　
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
指
を
屈
め
並
べ
る
意
を
「
屈
並
べ
て
」
と
い
う
か
否

か
、
確
実
に
は
分
か
ら
な
い
。

カ
・
ケ
の
両
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
日
の
複
数
だ
け
を
表
す
語
」
と
見
る
の
は
、
大
野
晋
の
説
に
基
づ
く
も
の
で
、
宣
長
が
ケ
（
日
）
を

キ
へ
　
（
来
経
）
　
の
約
と
考
え
た
の
に
対
し
て
、
大
野
は
筑
摩
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
巻
補
注
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。



ケ
は
む
し
ろ
「
カ
」
の
転
と
見
る
べ
く
、
サ
カ
（
酒
）
1
サ
ケ
、
ア
マ
（
雨
）
1
ア
メ
と
同
じ
変
化
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
カ
・

ケ
は
、
日
の
複
数
の
み
を
い
う
語
。
か
よ
う
に
、
専
ら
複
数
だ
け
を
い
う
語
は
日
本
語
に
他
に
例
が
な
い
。
（
五
六
一
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
同
じ
く
宣
長
が
、
フ
ツ
カ
（
二
日
）
よ
り
以
上
は
す
べ
て
～
カ
と
い
う
の
に
、
ヒ
ト
ヒ
（
一
日
）
だ
け
は
な
ぜ
ヒ
ト
カ
と
い
わ
な
い

ダ
ヒ

の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
、
「
未
思
得
ず
」
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
野
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

カ
は
、
日
数
の
複
数
の
み
を
い
う
語
で
あ
る
か
ら
、
ヒ
ト
カ
と
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。
（
同
書
五
六
一
ぺ
1
ジ
）

カ
（
日
）
と
ケ
（
日
）
と
が
交
替
形
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
よ
い
と
し
て
、
こ
の
カ
・
ケ
が
日
の
複
数
の
み
を
い
う
語
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
野
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
専
ら
複
数
だ
け
を
い
う
語
は
日
本
語
に
他
に
例
が
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
複
数
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
す
の
は
、
適
当
と
思
え
な
い
（
こ
う
溝
批
判
は
、
既
に
安
田
尚
道
「
日
数
詞
（
下
）
」
〈
国
語
と
国
文
学
亜
巻

3
号
、
一
九
七
二
・
三
）
に
見
ら
れ
る
）
。

仮
に
、
ケ
が
日
の
複
数
だ
け
を
い
う
語
と
す
る
考
え
方
を
認
め
た
と
し
て
も
、
「
カ
の
転
の
ケ
を
用
い
て
、
ケ
並
べ
て
と
い
う
例
は
あ
る
が
、

カ
カ
と
重
ね
て
使
う
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
説
明
は
、
理
解
し
に
く
い
。
語
を
反
復
さ
せ
る
の
は
、
複
数
性
を
も
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。

も
し
カ
（
日
）
に
は
既
に
複
数
性
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
重
ね
て
カ
ガ
（
日
々
）
と
い
う
必
要
が
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
ケ
ナ
ラ
ブ
（
日

並
）
も
、
既
に
複
数
性
の
あ
る
ケ
（
日
）
は
並
べ
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

二
田
は
、
な
ぜ
ヒ
ト
カ
で
な
く
て
ヒ
ト
ヒ
と
表
現
さ
れ
る
か
と
い
う
点
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
説
明
で
き
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、

そ
の
点
を
根
拠
に
し
て
ケ
・
カ
は
日
の
複
数
の
み
を
表
す
と
し
、
カ
ガ
（
日
々
）
と
重
ね
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
と
説
く
見
方
に
は
、
賛
同
で

き
な
い
。

二

「
か
が
な
べ
て
」
の
カ
ガ
を
「
日
々
」
の
意
と
見
る
こ
と
の
問
題
点
は
、
別
に
あ
る
。

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考

七
五
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既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
カ
（
日
）
と
ケ
（
日
）
と
は
交
替
形
の
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
両
者
は
単
に
交
替
形
と
い
う
の
で
な

く
て
、
有
坂
秀
世
の
言
う
「
被
覆
形
」
と
「
露
出
形
」
の
関
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。

ケ
が
露
出
形
で
あ
る
こ
と
は
、
比
較
的
認
め
や
す
い
。

や
ま
た
づ

○
君
が
往
き
　
冒
（
気
）
長
く
な
り
ぬ
　
造
木
の
　
迎
へ
を
行
か
む
　
待
つ
に
は
得
た
じ
　
（
古
事
記
・
歌
謡
八
七
）

〇
一
日
こ
そ
　
人
も
待
ち
よ
き
　
長
き
日
へ
気
）
を
　
か
く
し
得
た
え
ば
　
あ
り
か
つ
ま
し
じ
　
（
万
葉
四
・
四
八
四
）

○
馬
な
い
た
く
　
打
ち
そ
な
行
き
そ
　
日
人
気
）
並
べ
て
　
見
て
も
我
が
行
く
　
志
賀
に
あ
ら
な
く
に
　
（
万
葉
三
・
二
六
三
）

○
草
枕
　
こ
の
旅
の
日
人
気
）
に
　
妻
離
り
　
家
道
思
ふ
に
　
生
け
る
す
べ
な
し
　
（
万
葉
一
三
二
二
三
四
七
）

○
青
山
の
　
嶺
の
白
雲
　
朝
に
日
へ
食
）
に
　
常
に
見
れ
ど
も
　
め
づ
ら
し
我
が
君
（
万
葉
三
・
三
七
七
）

こ
の
ケ
（
日
）
は
ケ
乙
類
で
あ
る
が
、
一
般
に
被
覆
形
の
ア
列
と
交
替
す
る
露
出
形
の
エ
列
は
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
も
問
題
が
な

ヽ
一
〇

、．V

一
方
、
カ
　
（
日
）
　
の
方
は
ど
う
か
。
カ
　
（
日
）
が
現
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
日
数
詞
に
お
け
る
助
数
詞
と
し
て
で
あ
る
。

○
近
く
あ
ら
ば
　
今
二
日
（
布
都
可
）
だ
み
　
遠
く
あ
ら
ば
　
七
日
（
奈
奴
可
）
の
を
ち
は
（
万
葉
一
七
・
四
〇
二
）

○
夜
に
は
九
夜
　
目
に
は
十
日
へ
登
乎
加
）
を
　
（
古
事
記
・
歌
謡
二
六
）

さ
や

〇
百
日
（
毛
々
可
V
 
L
も
　
行
か
ぬ
松
浦
道
　
今
日
行
き
て
　
明
日
は
来
な
む
を
　
何
か
障
れ
る
　
（
万
葉
五
・
八
七
〇
）

こ
の
カ
（
日
）
は
語
末
に
現
れ
る
か
ら
、
一
見
露
出
形
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
な
い
。
有
坂
秀
世
は
、
「
母
音
交
替
の
法
則
に
つ

い
て
」
　
（
『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』
増
補
新
版
七
二
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
同
一
語
根
が
独
立
の
名
詞
と
し
て
現
れ
る
場
合
と
「
助
数
詞
と
し
て
現

れ
る
場
合
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
末
尾
の
音
節
に
母
音
の
交
替
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。

①
ト
シ
　
（
年
）
－
チ
ト
セ
　
（
千
年
）

②
フ
ネ
（
船
）
－
1
ヤ
ソ
フ
ナ
　
（
八
十
腔
）



③
ツ
メ
（
爪
）
－
ム
ツ
マ
　
（
六
爪
）

④
ケ
（
日
）
－
ト
ヲ
カ
（
十
日
）

こ
の
う
ち
①
は
、
ト
セ
が
被
覆
形
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
な
い
か
ら
、
別
に
扱
う
と
し
て
、
②
③
④
の
場
合
、
い
ず
れ
も
助
数
詞
と
し
て

の
用
法
に
お
い
て
被
覆
形
が
現
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
②
③
の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

ク

サ

ハ

ヒ

ノ

モ

ノ

　

て

ヤ

　

ソ

フ

ナ

②
種
種
雑
物
、
井
八
－
十
腔
（
前
田
本
仁
徳
紀
院
政
期
点
・
十
七
年
九
月
）

む

つ

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

ヵ

　

　

　

や

つ

ま

③
熊
が
爪
　
六
爪
（
元
都
万
）
ろ
か
も
し
　
鹿
が
爪
　
八
爪
（
夜
豆
万
〉
ろ
か
も
し
（
琴
歌
譜
・
一
七
）

さ
ら
に
、
蜂
矢
東
郷
は
、
「
助
数
詞
被
覆
形
の
用
法
－
名
詞
被
覆
形
と
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
と
か
ら
ー
」
（
『
日
本
文
法
体
系
と
方
法
』
∵
九

九
七
二
〇
、
ひ
つ
じ
書
房
）
に
お
い
て
、
類
例
と
し
て
次
を
追
加
し
た
。

⑤
カ
ヂ
（
梶
）
－
ヤ
ソ
カ
（
八
十
梶
）
「
八
十
梶
（
夜
蘇
加
）
貫
き
」
（
万
葉
二
〇
・
四
四
〇
八
）

⑥
フ
シ
（
節
）
－
ヤ
フ
（
八
節
）
「
八
節
（
耶
賦
）
の
柴
垣
」
（
書
紀
・
歌
謡
九
一
）

川
端
善
明
『
活
用
の
研
究
』
（
H
二
七
・
四
〇
ペ
ー
ジ
）
に
従
え
ば
、
カ
（
梶
）
は
露
出
形
カ
ヂ
（
梶
）
ま
た
は
カ
イ
（
擢
）
に
対
す
る
被
覆
形
、

フ
（
節
）
は
露
出
形
フ
シ
（
節
）
に
対
す
る
被
覆
形
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
・
る
。
こ
れ
ら
は
、
②
③
④
の
例
に
準
じ
て
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
蜂
矢
は
フ
タ
ツ
（
二
箇
）
な
ど
の
ツ
（
箇
）
と
、
ミ
ソ
チ
（
三
十
）
な
ど
の
チ
（
箇
）
と
を
、
被
覆
形
－
露
出
形
の
関
係
と
し
て
捉
え

よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
用
例
か
ら
見
て
、
ツ
（
箇
）
が
被
覆
形
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
論
証
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
カ
（
日
）
－
ケ
（
日
）
を
被
覆
形
－
露
出
形
の
対
立
と
捉
え
た
時
、
カ
ガ
（
日
）
は
名
詞
被
覆
形
の
反
復
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

名
詞
の
反
復
に
被
覆
形
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
宣
長
説
を
採
っ
た
時
の
疑
問
点
で
あ
る
。

蜂
矢
真
郷
『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
（
二
三
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
上
代
に
お
け
る
名
詞
の
反
復
例
が
、
サ
キ
ザ
キ
（
埼
々
）
・
ト
キ

ド
キ
（
時
々
）
な
ど
、
二
六
例
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
被
覆
形
－
露
出
形
の
対
立
を
も
つ
名
詞
は
、
少
数
に
と
ど
ま
る
。

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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①
サ
チ
サ
チ
（
草
々
）
　
「
山
佐
知
母
己
之
佐
知
佐
知
」
（
古
事
記
・
上
）

②
ク
ニ
グ
こ
　
（
国
々
）
　
「
国
々
（
久
缶
具
ホ
）
の
防
人
集
ひ
」
（
万
葉
二
〇
・
四
三
八
一
）

③
カ
ガ
（
日
々
）
　
　
　
「
日
々
並
べ
て
（
迦
賀
郡
倍
皇
）
」
（
古
事
記
・
中
）

①
サ
チ
（
幸
）
は
露
出
形
で
、
被
覆
形
は
サ
ツ
ヤ
（
狩
矢
）
・
サ
ツ
ユ
ミ
（
狩
弓
）
・
サ
ツ
ヒ
ト
（
狩
人
）
・
サ
ツ
ヲ
（
狩
男
）
の
サ
ツ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
サ
チ
サ
チ
（
草
々
）
は
露
出
形
の
反
復
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
ク
ヌ
ガ
（
陸
）
　
［
北
野
本
孝
徳
紀
院
政
期
点
］
を
（
ク

ヌ
（
国
）
＋
カ
（
処
）
）
と
考
え
、
タ
メ
（
国
）
を
ク
こ
　
（
国
）
の
被
覆
形
と
見
な
す
な
ら
ば
、
ク
こ
グ
ニ
（
国
々
）
は
露
出
形
の
反
復
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
③
カ
ガ
（
日
々
）
は
、
被
覆
形
を
反
復
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
用
例
が
余
り
に
少
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
同
書
に
載
せ
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
』
　
に
お
け
る
名
詞
の
反
復
例
の
中

か
ら
、
被
覆
形
－
露
出
形
の
対
立
を
も
つ
名
詞
の
例
を
抜
き
出
し
て
み
る
。
な
お
、
上
代
文
献
に
既
に
見
え
る
も
の
は
省
略
す
る
。

○
ウ
チ
ウ
チ
（
内
々
）
　
被
覆
形
ウ
ツ
（
内
）
（
例
）
ウ
ツ
モ
モ
　
（
内
股
）
　
［
二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
］

○
キ
ギ
（
木
々
）
　
　
　
被
覆
形
コ
　
（
木
）
（
例
）
　
コ
ダ
チ
（
木
立
）
　
［
万
葉
一
七
・
四
〇
二
六
］

○
コ
ヱ
ゴ
ヱ
　
（
声
々
）
　
被
覆
形
コ
ワ
（
声
）
（
例
）
　
コ
ワ
ヅ
ク
リ
（
声
作
）
　
［
黒
板
本
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点
］

○
ツ
キ
ヅ
キ
（
月
々
）
　
被
覆
形
ツ
ク
（
月
）
（
例
）
ツ
タ
ヨ
　
（
月
夜
）
　
［
万
葉
二
〇
・
四
四
八
九
］

○
ミ
ミ
（
身
々
）
　
　
　
被
覆
形
ム
　
（
身
）
（
例
）
ム
カ
バ
リ
（
身
代
）
　
［
岩
崎
本
皇
極
紀
平
安
中
期
点
］

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
露
出
形
が
反
復
さ
れ
て
お
り
、
被
覆
形
の
反
復
と
見
ら
れ
る
例
は
な
い
。
さ
ら
に
資
料
を
広
げ
る
な
ら
ば
、

平
安
時
代
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

○
カ
ミ
ガ
ミ
（
神
々
）
　
［
更
級
日
記
］
　
被
覆
形
カ
ム
　
（
神
）
（
例
）
カ
ム
カ
ゼ
　
（
神
風
）
　
［
古
事
記
・
歌
謡
一
三
］

○
ク
チ
グ
チ
（
口
々
）
　
［
晴
蛤
日
記
］
　
被
覆
形
ク
ツ
（
口
）
（
例
）
ク
ツ
ワ
（
口
輪
）
　
［
岩
淵
本
願
経
四
分
律
平
安
初
期
点
］

こ
れ
ら
も
、
同
様
に
露
出
形
の
反
復
で
あ
る
。
カ
ガ
が
「
日
々
」
の
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
が
被
覆
形
の
反
復
と
い
う
こ
と
に



な
り
、
全
く
例
外
的
と
言
う
は
か
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
例
外
的
な
形
を
取
る
理
由
は
説
明
で
き
そ
う
も
な
い
か
ら
、
宣
長
説
は
採
用
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。

三

「
か
が
な
べ
て
」
を
「
日
々
並
べ
て
」
の
意
と
見
る
に
つ
い
て
は
、
「
並
べ
て
」
の
方
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
動
詞
ナ
ブ
（
並
）
の
連

か

が

な

用
形
に
接
続
助
詞
テ
が
つ
い
た
形
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
ナ
ム
（
並
）
は
あ
っ
て
も
、
ナ
ブ
（
並
）
の
語
形
は
な
か
な
か
兄
い
だ
せ
な
い
か
ら

で
あ
る
。

上
代
に
お
け
る
ナ
ム
（
並
）
の
用
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

○
浜
も
狭
に
　
後
れ
並
み
（
奈
美
）
居
て
　
臥
い
ま
ろ
び
　
恋
ひ
か
も
居
ら
む
（
万
葉
九
・
「
七
八
〇
）

い
は
び
と

○
松
の
木
の
並
み
（
奈
美
）
た
る
見
れ
ば
家
人
の
我
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ
（
万
葉
二
〇
・
四
三
七
五
・
防
人
歌
）

○
楯
並
め
八
部
米
）
て
　
伊
那
佐
の
山
の
　
木
の
間
よ
も
（
古
事
記
・
歌
謡
一
四
）

○
友
並
め
（
名
目
）
て
　
遊
ば
む
も
の
を
　
馬
並
め
〈
名
目
〉
て
　
行
か
ま
し
里
を
（
万
葉
六
・
九
四
八
）

○
馬
並
め
（
奈
米
）
て
　
う
ち
く
ち
ぶ
り
の
　
白
波
の
　
荒
磯
に
寄
す
る
　
渋
籍
の
　
崎
た
も
と
は
り
（
万
葉
∵
七
・
三
九
九
一
）

自
動
詞
（
四
段
）
・
他
動
詞
（
下
二
段
）
と
も
に
、
ナ
ム
の
形
で
あ
る
。
ナ
ブ
（
並
）
の
例
は
、
次
の
「
な
べ
」
が
そ
れ
で
あ
る
と
一
般
に
言

わ
れ
て
い
る
。

ゆ
づ
か

○
か
な
し
妹
を
　
弓
束
な
べ
（
奈
倍
）
巻
き
　
も
こ
ろ
男
の
　
事
と
し
言
は
ば
　
い
や
か
た
ま
L
に
（
万
葉
一
四
二
二
四
八
六
・
東
歌
）

し
か
し
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
頭
注
に
は
、
第
二
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
．

ユ
ヅ
カ
は
ユ
ミ
ツ
カ
の
約
。
弓
を
射
る
時
に
左
手
で
握
る
部
分
。
弓
束
巻
ク
は
そ
の
部
分
に
革
や
桜
の
樹
皮
な
ど
を
巻
き
付
け
る
こ
と

を
い
う
。
マ
ク
に
要
ま
ク
が
か
け
て
あ
る
か
。
ナ
ベ
は
未
詳
。
あ
る
い
は
並
メ
の
意
で
割
竹
の
類
を
補
強
の
材
に
並
べ
て
縛
る
こ
と
を

『

古

事

記

』

カ

ガ

ナ

ベ

テ

再

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

九
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い
う
か
。
（
③
四
九
六
ペ
ー
ジ
）

す
な
わ
ち
、
「
な
べ
」
を
「
並
べ
」
の
意
で
あ
る
と
見
る
と
、
何
を
並
べ
る
の
か
、
一
向
に
要
領
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
な
べ
」

は
ナ
ブ
（
靡
）
の
連
用
形
で
、
「
靡
べ
巻
き
」
は
、
弓
束
の
部
分
に
革
や
樹
皮
な
ど
を
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て
巻
く
こ
と
を
い
う
の
で
は
な

い
か
。
全
体
に
歌
意
の
解
し
に
く
い
歌
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ナ
ブ
（
並
）
　
の
確
例
に
は
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
訓
字
表
記
の
例
は
、
ナ
ム
　
（
並
）
と
訓
ん
で
お
く
の
が
無
難
で
あ
る
。

フ
ネ
ナ
メ
テ

④
も
も
し
き
の
　
大
宮
人
は
　
船
並
亘
　
朝
川
渡
り
　
船
競
ひ
　
夕
川
渡
る
（
万
葉
一
・
三
六
）

ウ
マ
ナ
メ
テ

⑤
た
ま
き
は
る
　
宇
智
の
大
野
に
　
馬
数
而
　
朝
踏
ま
す
ら
む
　
そ
の
草
深
野
（
万
葉
一
・
四
）

な
お
、
⑥
の
歌
の
表
記
か
ら
、
ナ
ム
（
並
）
に
は
「
数
え
る
」
の
意
味
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
説
く
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
。

こ
の
場
合
の
「
数
」
字
は
、
馬
を
数
多
く
連
ね
た
こ
と
を
表
す
た
め
の
用
字
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

辞
典
類
に
引
か
れ
た
平
安
時
代
の
ナ
ブ
（
並
）
　
の
用
例
も
、
当
初
の
形
の
ま
ま
か
ど
う
か
確
実
で
は
な
い
。

0　0

0
こ
ま
な
め
て
　
い
ざ
み
に
ゆ
か
む
　
ふ
る
さ
と
は
　
雪
と
の
み
こ
そ
　
花
は
ち
る
ら
め
（
古
今
集
二
　
二
・
日
本
古
典
文
学
大
系
（
底
本

＝
梅
沢
本
）
）

『
大
日
本
国
語
辞
典
』
（
「
な
ぶ
」
の
項
）
は
、
右
の
「
な
め
」
を
「
な
べ
」
と
す
る
本
文
に
よ
っ
て
、
ナ
ブ
（
並
）
の
用
例
と
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
『
校
本
古
今
和
歌
集
』
に
よ
れ
ば
、
「
な
へ
」
の
本
文
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
「
亀
山
切
」
（
伝
藤
原
行
成
筆
）
や
「
昭
和
切
」
（
藤
原
俊

成
筆
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
久
曽
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
・
資
料
編
』
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
堀
河
朝
（
一
〇
八
六
～
二
〇
七
）
あ

た
り
、
後
者
は
文
治
五
年
（
二
八
九
）
前
後
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遅
く
と
も
平
安
時
代
末
期
に
は
既
に
ナ
ブ
（
並
）
の
形
が
あ
っ
た
と
見

て
よ
か
ろ
う
。

0

　

°

○
や
ど
も
せ
に
　
櫓
へ
な
め
つ
ゝ
ぞ
　
我
は
見
る
　
招
く
尾
花
に
　
人
や
と
ま
る
と
（
後
撰
集
・
二
八
九
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
底
本
＝

高
松
宮
旧
蔵
本
）
）



『
大
言
海
』
（
「
な
ぶ
」
の
項
）
は
、
右
の
「
な
め
」
を
「
な
べ
」
と
す
る
本
文
に
よ
っ
て
、
ナ
ブ
（
並
）
の
用
例
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
後

撰
和
歌
集
総
索
引
』
所
収
の
「
本
文
綜
覧
」
に
よ
れ
ば
、
代
表
的
な
写
本
六
本
（
天
福
本
・
中
院
本
・
貞
応
二
年
本
・
堀
河
本
・
二
荒
山
本
．
片

仮
名
本
）
の
い
ず
れ
も
「
な
め
」
で
あ
る
か
ら
、
「
な
べ
」
は
後
世
の
転
写
に
よ
る
形
態
で
あ
ろ
う
。

（
マ
マ
）

○
御
く
る
ま
ど
も
し
て
、
ふ
ね
あ
み
て
す
へ
て
わ
た
り
給
ぬ
。
（
宇
津
保
・
祭
の
使
・
古
典
文
庫
（
底
本
＝
前
田
本
）
四
〇
七
ペ
ー
ジ
）

『
（
小
学
館
）
古
語
大
辞
典
』
（
「
な
べ
す
う
」
の
項
）
は
、
日
本
古
典
全
書
本
（
二
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
）
に
よ
っ
て
「
舟
な
べ
す
ゑ
て
」
と
す
る
。

し
か
し
、
前
田
本
で
は
右
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
前
田
本
を
底
本
と
す
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
う
つ
ほ
物
語
』
（
①
・
四
六
五
ペ
ー
ジ
）

で
は
、
「
舟
あ
み
据
ゑ
て
」
と
し
て
「
舟
を
連
結
し
て
（
そ
の
上
を
車
で
渡
る
）
」
の
意
に
解
し
て
い
る
。
結
局
、
ナ
ブ
（
並
）
の
確
例
に
は
な

り
得
な
い
。

0　0　0　0　0

0
こ
こ
ら
め
で
た
き
人
々
を
据
ゑ
並
め
て
御
覧
ず
る
こ
そ
は
う
ら
や
ま
し
け
れ
。
（
枕
草
子
・
二
七
八
・
日
本
古
典
文
学
大
系
（
底
本
＝
岩
瀬
文

庫
本
）
）

『
大
日
本
国
語
辞
典
』
（
「
な
べ
す
う
」
の
項
）
は
、
右
の
「
据
ゑ
並
め
て
」
と
あ
る
部
分
を
「
な
べ
す
ゑ
て
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
春
曙
抄
本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
に
な
っ
た
能
因
本
で
は
「
な
め
す
ゑ
て
」
と
あ
る
。
な
お
、
三
巻
本
・
前
田
本
は
い
ず

れ
も
「
す
ゑ
な
め
て
」
　
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
諸
辞
典
に
挙
げ
ら
れ
た
ナ
ブ
（
並
）
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
確
実
な
例
と
は
扱
い
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、

最
近
の
辞
典
で
は
、
そ
れ
ら
の
用
例
を
排
除
す
る
傾
向
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
辞
典
類
を
離
れ
て
、
ナ
ブ
（
並
）
の
古
例
が
い
つ
ま
で
遡
れ
る
か
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
兄
い
だ
さ
れ
る
。

○
駒
怒
八
部
倍
）
て
　
目
も
春
の
野
に
　
交
じ
り
な
む
　
若
菜
摘
み
来
る
　
人
も
あ
り
ゃ
と
（
新
撰
万
葉
集
・
上
・
三
二
・
新
編
国
歌
大
観

（
底
本
＝
寛
文
七
年
板
本
）
）

○
こ
ま
怒
て
　
め
も
は
る
の
の
に
　
ま
じ
り
な
ん
　
わ
か
な
つ
み
つ
る
　
ひ
と
も
あ
り
ゃ
と
（
古
今
和
歌
六
帖
二
三
七
・
新
編
国
歌
大

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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観
（
底
本
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
）
）

0　0

0
す
ま
の
関
　
秋
は
ぎ
し
の
ぎ
　
駒
な
べ
て
　
た
か
が
り
を
だ
に
　
せ
で
や
わ
か
れ
ん
（
同
・
二
九
九
）

0　0

0
秋
か
ぜ
は
　
す
ず
し
く
な
り
ぬ
　
駒
な
べ
て
　
い
ざ
野
に
ゆ
か
ん
　
萩
の
花
み
に
（
同
二
二
二
こ

0　0

0
駒
な
べ
て
　
い
ざ
み
に
ゆ
か
ん
　
ふ
る
さ
と
は
　
雪
と
の
み
こ
そ
　
花
は
ち
る
ら
め
（
同
・
三
一
〇
〇
）

『
新
撰
万
葉
集
』
は
九
世
紀
末
ま
た
は
一
〇
世
紀
初
頭
の
成
立
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
一
〇
世
紀
後
半
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
も
し
そ
の
本
文
が
成
立
当
初
の
形
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
〇
世
紀
に
は
ナ
ブ
（
並
）
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
人
は
、
上
代
に
も
存
し
た
マ
行
音
－
バ
行
音
間
の
交
替
の
現
象
を
持
ち
出
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ナ
ム
（
並
）
が
ナ
ブ
（
並
）
に

転
じ
て
し
ま
う
と
、
語
形
上
ナ
ブ
（
磨
）
と
区
別
が
付
き
に
く
く
な
る
。
平
安
時
代
に
な
っ
て
、
ナ
ブ
（
並
）
の
形
が
現
れ
た
の
は
、
ナ
ブ
（
靡
）

の
方
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
競
合
す
る
相
手
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
上
代
に
は
ナ
ブ
（
靡
）
が
存
在
し
た

た
め
に
、
ナ
ム
　
（
並
）
は
ナ
ブ
　
（
並
）
　
に
転
じ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
か
が
な
べ
て
」
の
「
な
べ
て
」
を
「
並
べ
て
」
の
意
と
解
す
る
こ
と
に
は
、
か
な

り
の
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ナ
ブ
（
並
）
の
形
が
上
代
に
ま
で
遡
る
と
い
う
蓋
然
性
は
低
く
、
解
釈
と
し
て
危
険
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四

宣
長
説
は
、
「
か
が
」
に
つ
い
て
も
「
な
べ
て
」
に
つ
い
て
も
無
視
で
き
な
い
難
点
が
あ
り
、
安
ん
じ
て
採
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ

こ
で
次
に
、
宣
長
の
否
定
し
た
契
沖
説
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
契
沖
は
『
厚
顔
抄
』
　
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

物
ヲ
数
フ
ル
ニ
ハ
、
指
ヲ
カ
＼
メ
並
へ
テ
ヨ
ム
物
ナ
レ
ハ
、
カ
＼
メ
ヲ
下
略
シ
タ
ル
欺
、
又
、
カ
ウ
カ
へ
ナ
へ
テ
ト
イ
ヘ
ル
欺
、
万
葉

第
二
一
、
馬
ナ
へ
テ
ヲ
数
而
ト
書
タ
レ
ハ
、
ナ
へ
テ
ハ
数
フ
ル
ナ
リ
（
岩
波
版
契
沖
全
集
第
七
巻
四
八
一
ペ
ー
ジ
）



前
半
（
「
屈
め
並
べ
て
」
の
転
）
を
契
沖
A
説
、
後
半
（
「
考
へ
並
べ
て
」
の
転
）
を
契
沖
B
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
な
べ
て
」

の
部
分
を
「
並
べ
て
」
の
意
と
取
る
こ
と
に
お
い
て
、
宣
長
説
と
同
様
の
疑
問
が
あ
る
。

そ
の
上
、
契
沖
B
説
は
、
カ
ム
ガ
へ
ナ
ベ
テ
ー
カ
ウ
ガ
へ
ナ
ベ
テ
ー
カ
ガ
ナ
ベ
テ
の
よ
う
な
、
か
な
り
無
理
な
音
変
化
を
想
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
カ
ム
ガ
フ
t
カ
ウ
ガ
フ
の
変
化
は
平
安
中
期
以
降
と
思
わ
れ
る
上
に
、
さ
ら
に
へ
の
脱
落
を
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

契
沖
B
説
は
、
ま
ず
捨
て
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
契
沖
A
説
は
、
「
な
べ
て
」
を
「
並
べ
て
」
と
解
す
る
点
以
外
に
、
カ
ガ
メ
ナ
ベ
テ
の
メ
の
脱
落
を
考
え
る
点
に
も
疑
問
が
残
る
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
「
な
べ
て
」
の
方
か
ら
解
決
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
形
か
ら
言
え
ば
（
ナ
ブ
（
靡
）
＋
テ
（
助
詞
）
）
と
見
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
。
ナ
ブ
（
靡
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
少
触
れ
た
が
、
「
力
を
加
え
て
押
し
伏
せ
る
」
の
意
を
表
す
。

①
そ
ら
み
つ
　
大
和
の
国
は
　
押
し
な
べ
〈
奈
戸
〉
て
　
我
こ
そ
居
れ
　
敷
き
な
べ
（
名
倍
〉
て
　
我
こ
そ
い
ま
せ
（
万
葉
】
・
こ

め
ひ

②
婦
負
の
野
に
　
す
す
き
押
し
な
べ
（
奈
倍
）
　
降
る
雪
に
　
宿
借
る
今
日
し
　
悲
し
く
思
ほ
ゆ
（
万
葉
一
七
・
四
〇
一
六
）

③
印
南
野
の
　
浅
茅
押
し
な
べ
（
靡
）
　
さ
寝
る
夜
の
　
日
長
く
し
あ
れ
ば
　
家
し
偲
は
ゆ
（
万
葉
六
・
九
四
〇
）

④
我
が
宿
の
　
尾
花
押
し
な
べ
（
靡
）
　
置
く
露
に
　
手
触
れ
我
妹
子
　
落
ち
ま
く
も
見
む
（
万
葉
一
〇
・
≡
七
二
）

さ

つ

を

　

　

　

　

　

　

　

　

し

か

⑤
紀
伊
の
国
の
　
昔
猟
夫
の
　
鳴
る
矢
も
ち
　
鹿
取
り
な
べ
し
（
靡
）
　
坂
の
上
に
そ
あ
る
（
万
葉
九
・
一
六
七
八
）

②
～
④
で
は
植
物
を
押
し
伏
せ
る
こ
と
を
言
う
が
、
①
で
は
国
土
を
支
配
す
る
こ
と
を
、
⑤
で
は
動
物
を
捕
獲
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
下
二
段
他
動
詞
の
例
で
あ
る
が
、
四
段
自
動
詞
と
冒
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

ナ
ビ
タ
ル
ナ
ミ
こ

⑥
神
風
の
　
伊
勢
の
国
は
　
沖
つ
藻
も
　
摩
足
波
ホ
　
塩
気
の
み
　
か
を
れ
る
国
に
　
う
ま
こ
り
　
あ
や
に
と
も
し
き
　
高
照
ら
す
　
日

の
皇
子
（
万
葉
二
・
一
六
二
）

「
靡
足
」
を
ナ
ミ
タ
ル
と
訓
む
の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
が
、
ナ
ム
（
靡
）
の
例
は
他
に
兄
い
だ
せ
な
い
。
他
動
詞
形
が
ナ
プ
で
あ
る
以
上
、

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考
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自
動
詞
形
も
ナ
ブ
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

「
か
が
な
べ
て
」
の
「
な
べ
て
」
が
「
慶
べ
て
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
か
が
」
は
「
屈
む
」
と
関
係
が
あ
る
と
見
る
の
が
、
意
味
的
に
素

直
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
動
詞
連
用
形
カ
ガ
メ
（
屈
）
の
語
尾
メ
が
脱
落
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
こ

の
カ
ガ
　
（
屈
）
は
、
下
記
の
語
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
グ
と
も
交
替
す
る
語
基
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
カ
ガ
ム
　
　
「
屈
申
カ
カ
メ
ノ
フ
ル
」
　
（
聖
語
蔵
本
願
経
四
分
律
平
安
初
期
点
）

○
カ
ガ
マ
ル
　
「
曲
身
低
影
　
上
可
々
未
利
、
低
可
多
夫
久
」
　
（
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
）

○
ク
グ
ム
　
　
「
厨
　
ク
、
マ
ル
　
セ
ク
、
マ
ル
ハ
上
上
〇
〇
〇
）
」
　
（
観
智
院
本
名
義
抄
）

○
タ
グ
セ
　
　
「
背
催
　
世
奈
加
久
々
世
ホ
」
　
（
真
福
寺
本
霊
異
記
訓
釈
・
下
・
二
〇
）

情
態
的
な
意
味
を
も
つ
非
独
立
性
の
語
基
を
、
慣
用
に
倣
っ
て
「
形
状
言
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
（
形
状
言
＋
動
詞
）
の
形
を
有
す
る
動
詞
と

し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
ウ
カ
ネ
ラ
フ
　
へ
ウ
カ
　
（
窺
）
＋
ネ
ラ
フ
　
（
狙
）
）

○
サ
カ
ノ
ボ
ル
　
（
サ
カ
　
（
逆
）
十
ノ
ボ
ル
　
（
上
）
）

○
サ
ハ
マ
ク
（
サ
ハ
　
（
多
）
＋
マ
ク
　
（
巻
）
）

○
シ
ジ
ヌ
ク
（
シ
ジ
　
（
繁
）
＋
ヌ
ク
　
（
貫
）
）

○
シ
バ
タ
ツ
（
シ
バ
　
（
屡
）
＋
タ
ツ
　
（
立
）
）

○
ソ
ダ
ル
　
（
ソ
　
（
具
）
十
タ
ル
　
（
足
）
）

○
ソ
ホ
フ
ル
　
（
ソ
ホ
　
（
濡
）
＋
フ
ル
　
（
降
）
）

○
タ
ナ
グ
モ
ル
　
（
タ
ナ
　
（
満
）
＋
ク
モ
ル
　
（
曇
）
）

○
ト
ド
コ
ホ
ル
　
（
ト
ド
　
（
止
）
＋
コ
ホ
ル
　
（
凝
）
）

「
宇
加
望
良
比
」
　
（
万
葉
八
・
一
五
七
六
）

「
左
香
能
保
流
」
　
（
万
葉
二
〇
・
四
四
六
〓

「
佐
波
麻
岐
」
　
（
古
事
記
・
歌
謡
二
三
）

「
之
自
奴
伎
」
　
（
万
葉
二
〇
・
四
三
三
こ

「
之
婆
多
知
」
　
（
万
葉
二
〇
・
四
四
六
〇
）

「
曽
太
礼
」
　
（
仏
足
石
歌
・
二
）

「
曽
保
零
」
　
（
万
葉
一
六
・
三
八
八
三
）

「
棚
雲
利
」
（
万
象
一
三
・
三
三
〇
）

「
等
勝
己
保
里
」
　
（
万
葉
四
・
四
九
二
）



○
フ
ホ
ゴ
モ
ル
へ
フ
ホ
（
含
）
十
コ
モ
ル
（
篭
）
）
　
「
府
保
語
茂
利
」
（
書
紀
・
歌
謡
三
五
）

従
っ
て
、
カ
ガ
ナ
ブ
（
屈
靡
）
は
、
カ
ガ
メ
ナ
ブ
か
ら
メ
の
脱
落
し
た
形
と
い
う
の
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
カ
ガ
ナ
ブ
の
形
で
あ
っ
た
と
見

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
意
味
は
、
「
屈
め
伏
せ
る
・
折
り
屈
め
る
」
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

古
く
か
ら
、
数
を
数
え
る
の
に
指
を
折
り
屈
め
て
数
え
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
も
例
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

お
よ
ぴ

○
秋
の
野
に
　
咲
き
た
る
花
を
　
指
折
り
　
か
き
数
ふ
れ
ば
　
七
種
の
花
（
万
葉
八
・
二
卑
三
七
）

○
た
ゞ
ひ
の
へ
ぬ
る
か
ず
を
、
け
ふ
い
く
か
、
は
つ
か
、
み
そ
か
と
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
お
よ
び
も
そ
こ
な
は
れ
ぬ
べ
し
。
（
土
左
日
記
・
正
月
二

十
日
）

○
手
を
折
り
て
　
あ
ひ
見
し
事
を
　
か
ぞ
ふ
れ
ば
　
と
を
と
い
ひ
っ
ゝ
　
四
つ
は
経
に
け
り
（
伊
勢
物
語
二
六
）

○
秋
の
の
に
　
さ
き
た
る
花
を
　
て
を
を
り
て
　
か
き
か
ぞ
ふ
れ
ば
　
な
な
く
さ
の
花
（
古
今
和
歌
六
帖
・
三
二
二
）

お
よ
ぴ

○
指
を
か
が
め
て
、
「
十
、
二
十
、
三
十
、
四
十
」
な
ど
数
ふ
る
さ
ま
、
伊
予
の
湯
桁
も
た
ど
た
ど
し
か
る
ま
じ
う
見
ゆ
。
（
源
氏
物
語
・
空

蝉
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
①
一
二
一
ペ
ー
ジ
）

○
山
の
お
く
に
　
お
よ
び
を
を
り
て
　
数
ふ
れ
ば
　
あ
す
よ
り
春
も
　
め
ぐ
り
采
に
け
り
（
広
本
拾
玉
集
・
二
六
三
七
・
新
編
国
歌
大
観
）

か
が
な

従
っ
て
、
「
か
が
な
べ
て
」
が
「
屈
靡
べ
て
」
で
あ
っ
て
、
指
を
折
り
屈
め
る
動
作
を
意
味
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
数
を
数
え
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
、
特
に
無
理
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

五

か
が
な

さ
て
、
「
か
が
な
べ
て
」
を
「
屈
靡
べ
て
」
と
見
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
当
該
の
歌
の
中
に
「
指
」
（
ま

た
は
「
手
」
）
と
い
う
目
的
語
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
屈
め
並
べ
て
」
の
転
と
す
る
契
沖
A
説
に
対
し
て
、
宣
長
が
引
っ
か

か
っ
た
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考
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カ

ゾ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ガ

メ

ナ

ベ

指
を
折
て
数
ふ
る
こ
と
な
ら
ば
、
指
と
い
は
で
は
聞
え
ず
、
何
物
と
も
云
ず
た
ゞ
屈
並
と
云
て
、
い
か
で
指
の
こ
と
な
ら
む
、
万
葉
八

オ

ヨ

ビ

ヲ

リ

カ

キ

カ

ゾ

フ

レ

バ

に
も
、
指
折
可
伎
数
者
な
ど
こ
そ
よ
め
れ
、
（
筑
摩
版
本
居
宣
長
全
集
第
十
一
巻
二
四
八
ペ
ー
ジ
）

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
　
古
事
記
編
』
　
は
、

「
屈
並
べ
て
」
で
、
指
折
り
数
え
る
意
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
「
指
」
の
語
を
省
く
べ
き
で
な
く
、
こ
の
こ
と
は
『
記
伝
』

に
説
く
と
お
り
で
あ
る
。
（
二
八
ペ
ー
ジ
）

と
述
べ
て
、
宣
長
説
に
従
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
『
古
事
記
』
　
の
歌
謡
の
中
に
、
他
動
詞
に
対
し
て
目
的
語
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
例
が
、
他
に
も
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の

よ
う
な
例
は
取
り
上
げ
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

あ

ま

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

い

た

○
天
廻
む
　
軽
の
嬢
子
　
甚
泣
か
ば
　
人
知
り
（
斯
理
）
ぬ
べ
し
　
波
佐
の
山
の
　
鳩
の
　
下
泣
き
に
泣
く
（
歌
謡
八
二
）

「
知
る
」
の
対
象
は
「
泣
く
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
名
詞
句
と
し
て
は
現
れ
な
い
が
、
「
甚
泣
か
ば
」
と
い
う
表
現
の
先
行
か
ら
見
て
、

現
れ
な
く
て
当
然
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
「
知
る
」
の
対
象
は
「
二
人
の
仲
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
表
現
さ
れ
な

く
て
も
了
解
可
能
な
目
的
語
と
し
て
、
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
、
比
較
的
多
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

そ

○
倭
辺
に
　
西
吹
き
上
げ
て
　
雲
離
れ
　
退
き
居
り
と
も
　
我
忘
れ
（
和
須
礼
）
め
や
（
歌
謡
五
五
）

さ
が
む

○
さ
ね
さ
し
　
相
模
の
小
野
に
　
燃
ゆ
る
火
の
　
火
中
に
立
ち
て
　
間
ひ
（
斗
比
V
 
L
君
は
も
（
歌
謡
二
四
）

右
の
両
歌
の
場
合
、
丁
寧
に
表
現
す
れ
ば
「
我
君
を
忘
れ
め
や
」
「
我
を
間
ひ
し
君
は
も
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
で
も
特
に
不

完
全
に
感
じ
な
い
の
は
、
相
手
や
自
分
を
指
す
語
は
簡
単
に
補
う
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
な
る

と
、
表
現
と
し
て
や
や
不
完
全
に
思
え
て
く
る
。

お

ひ

し

　

　

　

　

も

と

ほ

　

　

　

し

た

だ

み

　

　

　

　

　

も

と

ほ

○
神
風
の
　
伊
勢
の
海
の
　
大
石
に
　
這
ひ
廻
ろ
ふ
　
細
螺
の
　
い
這
ひ
廻
り
　
撃
ち
（
宇
知
）
て
し
止
ま
む
（
歌
謡
一
三
）



あ
た

こ
の
歌
の
「
撃
つ
」
に
対
す
る
目
的
語
と
し
て
は
、
「
敵
」
の
よ
う
な
語
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

や

ま

と

へ

　

　

　

　

　

っ

ま

こ

も

　

づ

○
倭
辺
に
　
行
く
は
誰
が
夫
　
隠
り
処
の
　
下
よ
延
へ
（
波
閉
）
つ
つ
　
行
く
は
誰
が
夫
（
歌
謡
五
六
）

「
延
ふ
」
は
他
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
「
心
」
と
い
う
よ
う
な
目
的
語
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

よ

さ

み

　

　

　

ゐ

ぐ

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

な

は

く

○
水
溜
ま
る
　
依
網
の
池
の
　
堰
代
打
ち
が
　
刺
し
〈
佐
斯
〉
け
る
知
ら
に
　
専
繰
り
　
延
へ
▼
〈
波
閉
〉
け
く
知
ら
に
　
わ
が
心
し
ぞ
　
い

を
こ

や
愚
に
し
て
　
今
ぞ
悔
し
き
（
歌
謡
四
四
）

こ
の
「
延
ふ
」
に
対
し
て
も
、
「
手
」
と
い
う
目
的
語
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
刺
す
」
に
対
す
る
目
的
語

も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
堰
代
打
ち
」
と
い
う
語
の
存
在
か
ら
、
「
代
」
を
補
っ
て
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
占
有
を
表
す

し
め

と
い
う
文
脈
か
ら
は
、
「
代
刺
す
」
で
な
く
て
、
「
標
刺
す
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
潜
在
す
る
目
的
語
は
「
標
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ

ひ

ね

○
夏
草
の
　
阿
比
泥
の
浜
の
　
掻
き
貝
に
　
足
踏
ま
す
な
　
明
か
し
（
阿
加
斯
）
て
通
れ
（
歌
謡
八
六
）

「
明
か
す
」
は
他
動
詞
で
あ
り
、
目
的
語
と
し
て
「
夜
」
が
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
『
万
葉
集
』
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

○
夢
に
だ
に
　
見
え
む
と
我
は
　
ほ
ど
け
〈
保
抒
毛
〉
ど
も
　
相
し
思
は
ね
ば
　
う
べ
見
え
ざ
ら
む
（
万
葉
四
・
七
七
二
）

右
の
「
ほ
ど
く
」
に
対
し
て
は
、
目
的
語
と
し
て
「
紐
」
が
表
現
さ
れ
る
の
が
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。

〇
両
降
ら
ず
　
口
の
重
な
れ
ば
　
植
ゑ
（
宇
恵
〉
し
田
も
　
蒔
き
〈
麻
吉
〉
し
畑
も
　
朝
ご
と
に
　
凋
み
枯
れ
行
く
（
万
葉
一
八
・
四
一
二

二
）

右
の
歌
の
場
合
、
「
植
う
」
に
対
し
て
は
「
苗
」
が
、
「
蒔
く
」
に
対
し
て
は
「
種
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
語
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
他
動
詞
に
対
す
る
目
的
語
が
現
れ
な
い
場
合
、
そ
れ
が
表
現
と
し
て
不
足
な
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
一
線

は
引
き
に
く
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
顕
在
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
潜
在
す
る
目
的
語
が
何
で
あ
る
か
は
、
文
脈

『
古
事
記
』
カ
ガ
ナ
ベ
テ
再
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

1

＼

て

＼

ノ
ノ

的
に
了
解
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、
了
解
可
能
で
あ
れ
ば
、
表
現
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。
特
に
歌
の

場
合
、
歌
形
に
よ
る
制
約
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
が
時
に
は
起
こ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
問
答
歌
の
場
合
、
間
歌
に
お
い
て
は
、
相
手
に
数
を
数
え
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
た
答
歌
に
お
い

か
が
な

て
、
「
屈
靡
べ
て
」
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
目
的
語
が
「
指
」
（
ま
た
は
「
手
」
）
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
了
解
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ

う
0

お
わ
り
に

以
上
、
『
古
事
記
』
歌
謡
中
の
「
か
が
な
べ
て
」
に
対
す
る
従
来
の
解
釈
に
は
、
見
過
ご
し
が
た
い
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
に
代

わ
る
私
案
を
述
べ
た
。
私
案
は
、
結
果
と
し
て
契
沖
A
説
に
近
く
な
っ
た
が
、
契
沖
A
説
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
採
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
か
が
な
べ
て
」
に
限
ら
ず
、
『
古
事
記
』
歌
謡
の
歌
詞
に
関
し
て
は
、
従
来
の
標
準
で
あ
る
宣
長
説
が
、
厳
密
な
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
そ
れ
が
結
果
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
現
代
の
研
究
水
準
か
ら
見
て

批
判
に
耐
え
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
一
度
は
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。




